の 落 武者の 大ョタ モノの 相撲の 選手が 糞 馬力で 投げて 

みたって、 十二 ポンドの 砲丸が 七 八 米 ぐらいし か 飛 

ばない もの だ。 私が ヒョィ と 投げる と 十一 米ふッ とぶ 

ので ある。 柔道す ると、 大ョタ モノが コ 口/ \ 私に 

ひ ッくリ かえされる。 いくら 学問が 出来ない たって、 

こういう 連中の 中で は 頭角 を 現す から、 私 は 改心した 

ッ モリで あつたが、 いつのまにか、 大ョタ モノの 中央 

に 坐って いた。 

九州の 落 武者の 多く は、 壮士 的で は あるが、 ョタモ 

ノとは 違う。 彼ら は 概ね 自活して いた。 新聞配達 とか、 

露店 商。 これ は 今でも 学生の アルバイト だが、 当時 は 



が、 三人ぐ らい、 曲げ 残りの 制服 や 筒袖 をき て、 でか 

けて 行く ので ある。 腰に まいた バンドが 武器 だ。 筒袖 

は メリ ケン . サックと いう もの を 忍ばせて いる。 

よその 学校の ョタ がかった の や、 軟派 をお どかして 

金 を まきあげる こと も あるし、 セッパ つまる と、 大人 

に イン ネン をつ ける こと も ある。 小僧 ツ子と あなどる 

と 案外で、 ヒ ヨウの ような 目で 突然 おそいかかって、 

メリ ケンを くらわせたり、 バンド を ふりまわしたり、 

警察 ヘア ゲられ て も、 仲間の こと は 一言 も 喋らず、 三 

四日して ニヤ ニヤと 出て くるの がいる。 十六 七の 小さ 

い 中学生な ので ある。 



ところで、 こんなと ころで 跡目 披露 や 手 打 式 を やる よ 

うで は、 よ ッぼど 格の 下の 親分で あつたに 相違ない。 

落伍者 や 敗残 者 だけが 下宿す るに ふさわしい 家で、 便 

衣隊の 隠れ家に は 適して いるが、 まァ、 便衣隊の 小隊 

長 格の 親分だった のだろう。 

こうな つてから は、 碁席の 方へ も、 乾 分の インチキ 

薬 売り や、 その サ クラ や、 八卦 見や 療養 師ゃ、 インチ 

キ- アン マ や、 目附の 悪い のがく るよう になり、 彼ら 

が 昼間く る 時 は カリ コミ があった 時で、 一時し のぎに 

逃げ こんでい るの だから、 ソヮソ ヮと落 付かず、 碁 は 

ゥヮの 空で、 階下で ゴ トリと 音が する たび、 腰 をう か 



戦争 中の 軍部、 官界、 軍需 会社、 国策 会社 も、 まった 

く 清朝 末期の 亡国の 相と 異なる ところがない。 

街頭に パン パン はいな くと も、 課長 夫人の 疎開 あと 

に は 戦時 夫人が いたし、 戦時 的 男女 関係 はザラ であつ 

た。 万人に は 最低の 生活が 配給され ていたが、 軍人 や 

会社 上司の 特権階級 は、 今日との 物資の 比例に 於て は 

同じように 最高級の 酒池肉林であった ことに 変り はな 

く、 監督官 庁の 役人 は 金 次第で、 あと は 表面の 帳面 ヅ 

ラを 合せて おけば 不合格 品 o にだ。 

そのく せ 新聞 は 一億 了む、 愛国の 至情 全土に 溢れて 

いるよう な ことし か 書かない けれども、 書け ないから 



う 人種が あ つまり、 パン パンと アロハの アンチ ヤンが 

たむろす る。 

マ ー ケット というと ころ は 元々 売買 取引す ると ころ 

だが、 終戦後 は、 ここで 女 を 買う こと も 間に合う し、 

顔 を 貸り られて 身ぐ るみ まきあげる 取引 も あり、 一 つ 

として 足りない 取引が なく、 みんな ここで 間に合う こ 

ととな つた。 

私 は 同じ 地点で 二度 スリに やられた が、 身ぐ るみ は 

がれた こと はない。 一度、 当時 はま だ 銀座が 殆ど 復興 

していなかった が、 私が 焼 跡へ でて 小便して いると 

(マ ー ケット に 便所はないです) 左右から サッと 二人 



酒屋が ドッと あふれる。 大は四 五十人つ まると ころ か 

ら、 小 は 四 五 人で 満員の 十 銭 スタンドに 至る まで、 お 

客 は 主として 四十 歳 以上の、 その 日 稼ぎの 勤労者で あ 

る。 

蒲 田の ョタ モノ はこの 連中 を タカる の だから 悪質で 

あった。 

どんな 風に タカ ルか というと、 ョボ ョボの 労務者が 

一人、 又は 二三 人で のんで る 横へ、 ドッ 力と 坐っての 

みだす。 やがて 話しかけて (話しかけな いこと も 多い 

が) 

「この ォジ サンに 一 杯」 



私 もこ こで は 五 人相 手に 大乱 闘 やった ことがある。 

酔って いたから、 ずいぶん ブン 殴られた。 なんべん ノ 

ビ たか 分らない が、 ノビた 数 だけ 突如と して 起き 上つ 

て とびかかって、 いつまでも 終りがない ので、 五 人の 

親分と いうの が 留めに きて くれた。 翌日 鬼瓦の ように 

青黒く はれた 顔 をして いると ころへ、 中原 中 也が 遊び 

にきて、 手 を 打って 喜び、 二三 時間ぐ らい (つまり 彼 

の 酒場へ 通う 時刻が くるまで) ァレ コレと 腫れた 顔の 

批評 をして、 帰って いったが、 私 は 怒る こと も 笑う こ 

とも 喋る こと もで きなかった。 顔の 筋 をう ごかす こと 

がで きなかった ので ある。 しかし 一 つの 腫れた 無言の 



みんなき こえて、 最後に 殊勲の 女 を 情夫が 愛撫す る 音 

までき こえ、 首尾 一 貫、 居ながら にして、 現代劇 を 味つ 

ている ようであった。 その ッ ツモ タセの たかって くる 

金が 三 円か 五 円ぐ らいで、 いちど 十 円の 収穫が あった 

とき、 女が、 十 円 札 だ わね え、 はじめて だ わ、 とシミ 

ジミ 云って いるの がき こえ、 変に 悲しい 思いに させら 

れ たもので ある。 パン パン 時代の 今日の 方が、 むしろ 

女の 肉体の 価が 高い。 当時 は 蔭で 身 を 売る 女の 数が 今 

よりも 多く、 ハツ キリ 旗印し を あげる ことができな 

かった から、 タダ であったり、 チップで あったり、 要 

する に H 段がなかった。 今の パン パン は 収入の 点で は 



と、 その 半分 は 酔っ払いの 介抱 役で、 死んだ ように 酔つ 

払つ て 交番へ か つぎこまれ、 何 を されても 目 を さまさ 

ずコ ンコン とねむ りつ y けて いるの がいる。 何 を 飲ん 

で こんな 風になる の だか、 その 昏酔 状態と いう もの は 

尋常 一 様の もので はない。 一 一十一 一歳の 新調の ギヤ バジ 

ンの 背広 をキ チンと きた サラリ ー マンだった。 介抱 窃 

盗 現れる の もムリ がない。 介抱 窃盗と いうの は、 介抱 

する フリ をして 身ぐ るみ 持 つてく の を 云う の だそう で 

新 宿の マ— ケット では 酔っ払いが 主として この 被害 を 

蒙る ので ある。 

もっとも、 これに は 非常に まぎらわしい 場合が ある- 



グデン /^に 酔って 知らない 酒場へ ひきずりこまれる。 

ひきず リ こまれる というの は 客 ひきの 女給が 街頭に 無 

数に 出て いて タツ クルす るから だ。 勘定が 足りなくて、 

時計 や 上衣 を カタに とられて 追いだ される。 

酔っ払い 先生が これ を 自覚して いれば 良い の だが、 

ふと 気がついて、 所持品 や 時計 や 上衣の ない ことに だ 

け 気づ い た 場合が ャッ カイで、 介抱 窃盗 に やられた の 

だか、 勘定の カタに とられた の だか、 本人が 分らない 

から ャッ カイで ある。 

こんなの がきた。 

酔っ払って いるの は 四十 五六の どこかの 課長さん だ。 



で、 女給が すすめて 牛乳 二 杯 とらせた。 男が 一杯、 女 

給が 一 杯。 それが 百 円で ある。 

「一杯 五十 円の、 二 杯ね。 お 砂糖 入り 牛乳です よ。 だ 

から、 五十 円」 

女丈夫 はお 砂糖 入り を くりかえし 強調した。 

男 は カバン を 持って いたので ある。 勘定 を 払う 段に、 

カバンが 失くな つてい るのに 気がついた。 いくらか 酔 

いが さめ かけた ので ある。 しかし まだ 全然 呂律が まわ 

ら ない。 

「カバンが 失くな つたから 払えない。 払わん とはい わ 

ん。 ぼく はこう、 > う 者です」 



お 客 を タツ クル させ、 前後不覚の 客に 飲み物 を 押しつ 

けて 売る というの が、 新 宿の 公然たる 性格な の だから 

穏か ではない。 

タツ クルして くる 客が お金が あろうが なかろう が 構 

わない。 むしろお 金の ない 方が いいら しいよう でも あ 

る。 金の カタに とれそう な 外套 や 時計 や カバンな ど 

持つ てれば OK というわけだ。 

どの 店な のか 定かに 記憶の ない 仁 もあろう し、 盗ら 

れた のか、 忘れた のか、 カタに おいてき たの か 前後 不 

覚の仁 もあろう し、 外套 や カバンなら お金 を 工面して 

取り返しに 行く だろう が、 時計な ど だと それなり にし 



いる わけで はない、 リュウと した 二 ユウ ルックの ダブ 

ル、 赤 ネクタイの 二人 づれ。 酔っ払った 労働者 をひッ 

たてて 交番への りこんだ。 終電に 近い ころ だ。 

「切符 を 買おうと していたら、 こいつが ね、 酔っ払つ 

てよ ろけ るフリ して、 ポケットへ 手 をつ ッこ みやが つ 

てね。 ほれ、 ここに これが 見える からね。 ふて ぇスリ 

だ」 

腰の ポケットに 何やら 買物 包みら しい ものが のぞけ 

てみ える が、 酔っ払って ヒ ヨロ/ \ と 足 もと も 定まら 

ないような スリが ある もの か。 酔っ払い は 怒って、 

「なに 云って やんで い。 よろ けて、 さわったら、 イン 



がすぐ 釈放され たの は 言うまでもない。 

なんの ために 交番へ ひッ たてて きたの か、 このへん 

のと ころ は マ 力 不思議で、 わけが 分らない。 アン チヤ 

ン方 も、 何が 何やら 無意識に、 ただもう アロハ 的 本能 

で 行動して いら ッ しゃる のか も 知れない。 サッと 上衣 

をぬ ぎ かけたり、 サッと 逃げた リ、 アロハ 本能と いう 

もので、 相手が 一 文に もなら なかったり、 その 場に 限つ 

て 自分に 弱味がなかった リ すると、 相手 を 交番に ひッ 

たてた くなる という アロハ 本能が あるの かも 知れない _ 

交番へ 借金に きた 変り種 もあった。 

さしだした 名刺 をみ ると、 京 橋の 何々 会社の 取締役 



ャ だてえん です よ。 どうも 仕様が ありま せんや」 

「何 か 品物 を 置いて ッ たら」 

「ハ ァ。 品物 をお くんです か」 

「品物 はおいて ない のです ね」 

「ええ、 おいて やしません」 

男 は ビック リ している。 新 宿の 性格 を 知らない らし 

ヽ o 

レ 

男 はやが て ポケットから 百 円 札 八 枚 とりだした。 

「ホラね。 ここに 八 百 円、 私の 持ち合せ 全部です よ。 

すみませんが、 二百 円かして 下さいな」 

妙な 話に なって きた。 全然 ッジ ツマが 合わん じ やな 



ヽ/. T O 

レ 力 

小切手 は 信用で きんと いう。 ナジ ミじ やない から、 

二百 円 貸す わけに はいかん。 たった 二百 円 まけても く 

れず、 貸しても くれない ほど 信用し とらん 客 を、 品物 

どころ か、 八 百 円 も 小切手 も預ら ずに、 お供 をつ けず 

に 外へ 出す と はお かしい じ やない か。 

この 先生に したって、 本当に 勘定 を 払う 気持が ある 

なら、 このまま 家へ 帰って、 明朝 返しに くるが いい。 

交番へ 一 一 百 円かり にくる こと はあり やしない。 

男 はしかし そんな 不合理 は 意に 介して いないら しい _ 

小切手 を 交番の 机の 上へ おいて、 



田 川 博 一 が 私の 横で 深刻そう に 腕ぐ みして 眩いた。 

「もう、 新 宿 じ ゃァ、 のまん」 

悲愴な 顔 だが、 禁酒 宣言と いう もの は 三 日の 寿命し 

かない もの だ。 

* 

さて、 いよいよ 上野 ジャングル 探険 記 を 語る 順が ま 

わって きた。 四月 十五 日に 探険して、 それから 一週間 

もす ぎて、 まだ この 原稿に かかって いるに は ヮケが あ 

る。 



「あの 便所が 力 キ屋の 仕事場 なんです よ」 

と 私服の 下に ピストル を 忍ばせた 警官が 指す。 

「カキ 屋？」 

「つまり、 masturbation を かかせる という 指の 商売、 

お 客 は 主として 中年 以上の 男です。 この 人が と 思うよ 

うな 高位 高官が くる ものです よ。 つかまえ てみ ますと 

ね、 パン パン を 買う 常連の 中に も、 社会的 地位の ある 

人が かなり まぎれこんで いるんで すよ」 

私たち は 共同便所へ とす すんだ。 二十 米ぐ らいまで 

くると、 シャ ガレ 声で、 

「力 リコ ミ\ 」 



と 呻く 声。 

巡査 はパッ と龃け 寄って、 懐中 電燈 一閃。 力 キ屋を 

捕える ためで なく、 現場 を 我々 に 見せて くれる ためだ _ 

しかし カリ コミを 察知され たのが 早かった ので、 便 

所の 入口へ 龃 けつけ た 巡査が、 懐中 電燈で 中 を 照し だ 

した 時には、 七 人の 男が クモの 子 を 散す ように、 逃げ 

でる 時であった。 一瞬に して 八方へ 散る。 ョレ ョレの 

国民服み たいな もの をき た 五十す ぎの ジィ サン。 三十 

五六の 兵隊 風の 男。 等々。 いずれも 街頭で クッ をみ が 

いている ような 人 たちだが、 共同便所の 暗闇の 中で、 

泥グッ をみ がくに ふさわしい 彼らの 手で、 一物 をみ が 



い タオル。 紙。 ハミ ガキ 類が キ レイに 整頓して つめら 

れ ている。 ビタミン B の 売薬と、 サックが はいって い 

る。 

上野が 安住の 地な の だ。 ほかに 生活の 仕様がな いの 

に 相違ない。 キ レイ 好きで 整頓ず きの 彼女 は、 しかし 

ノン ピリと、 汚濁の 上野に 身 を まかせて いる。 ほかの 

パン パン 男娼 は むれて いたが、 彼女 は 一人で、 まつく 

ら なヒッ ソリ した ジ ャ ング ルのぺ —ヴメ ントを 歩 い て 

いた。 まるでお 嬢さん が 一人ぼっちで 銀座 を 歩いて い 

るよう に。 巡査が 懐中 電燈を 消す と、 彼女 はふり むい 

て、 コッ コッと 静かな 跫 音で 歩き 去った。 



さて は、 来たな、 と 私 は スヮと 云えば 囲み を 破って 

逃げる 要 心して いると、 いつのまにか 囲みが とけて、 

彼ら は、 私たちから 離れて いた。 

弁天 様の 前の 公園へ でる。 洋装の 女に 化けた 男娼が 

巡査と 見て とって、 

「ァ ラ、 旦那 ァ」 

と、 からかって、 逃げる。 うしろの 方から、 

「旦那の ァレ、 かたい わね。 ヒッヒ ッヒ」 

大きな 声でから か つ てく る。 

ベ ンチに パン パンが ならんで いて、 

r ャ— ィ。 ャ— ィ。 昨日 は、 御苦労様 ァ」 



立ったり、 あつまつ ている。 その 前に 和服の 着流しの 

男が 立って いて、 

「ぼく はねえ、 人生の 落伍者で ねえ」 

パン パンと 仲よ くお 喋りして いる。 三十ち かい 年配 

らしい。 学者く ずれと いうよう な 様子、 本郷 辺から 毎 

晚 ここへ 散歩に きて、 パン パンと 話し こむ のが 道楽と 

いう 様子で ある。 

趣味 家が いるの だ。 イノ チを かけても 趣味 を 行う と 

いう 勇者 も 相当い るので ある。 世の中 は 広大な もの だ _ 

かかる 趣味 家の 存在に よって、 上野 ジャングルの 動物 

は 生活して 行く ことができる。 
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